
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 1学期も来週の 3日を残すのみとなりました。5月より新型コロナウイルス感染症が第 5類に移行
したことを受け、学校では様々な行事がコロナ禍前のように行うことができうれしく思うと同時に、
子どもたちの健康に影響が出ないか少し不安も残していましたが、子どもたち全員が元気に楽しく学
校生活を送ってくれ、本当にうれしく思っています。 

 先日の道徳参観日には、真夏日の蒸し暑い日にも関わらずたくさん
の保護者の方にご来校いただきありがとうございました。道徳科の授

業は教科書の読み物を活用しながら、最後は自分たちのことをふり返
りこれからの生活について考えていく学習です。それぞれの学級で、
意見を出し合いながら自分たちのことを考えていけたのではないでし
ょうか。学習したことをすぐに生かしていけるわけではないと思いま

すが、何かの時に学習したことをふり返り、立ち止まって一緒に考え
ていけたらと思います。 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 ７月４日（火）に高学年のシュノーケリング体験、７月１２日（水）に中学年の環境学習がありま
した。それぞれ、環境省・黒潮生物研究所の方、海洋館の方にお世話になり、貴重な体験ができまし
た。シュノーケリング体験では、竜串の海の珊瑚や魚たちを間近で観察することができました。他で
はなかなかできない体験です。しかも、きれいな竜串の海だからこそきれいな珊瑚礁が広がっている
のです。また、中学年の環境学習では、竜串橋付近の川にいる生物探しをしました。この辺りは汽水
域となっているため、たくさんの種類の生物がいるのだそうです。この日は１７種類もの生物を見つ
けることができました。初めて見る生物もいて、子どもたちも大喜びでした。自分たちの住んでいる
地域がこんなに自然に恵まれているのだということを改めて感じたことでした。 
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 ７月７日（金）に２年生、１３日（木）に１年生の発表朝会がありました。２年生は、音読劇のよ

うに身振り・手振りを入れ、そして時には走り回り、場面の様子がよく分かるように発表ができまし

た。地の文（会話文以外の文章）担当の人は長い文章もよく覚えていました。１年生は、初めて全校

児童の前での発表でしたが、大きな声で堂々と発表ができていました。動物の身の守り方を「やって

みます。」と動作で示してくれたのもとてもかわいかったです。楽しく興味を持って学習してきたこと

が伝わってきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

7 月 9 日（日）の海開きには、事業部さんを中心に売店へのご協

力をいただきありがとうございました。当日は強風のため遊泳禁止

となりましたが、いろいろな催しがあり子どもたちも楽しく過ごす

ことができました。なんとなんと、「三崎小で売りようがを買わなあ

いかんけん、飲み物は持って行かんでもかま

ん。」と言ってくれていた子どもさんもいた

ようで、頼もしく感じたことでした。 

テントを張ることができず、保護者の皆様

にとっては暑

い中の 1 日と

なりました

が、予定通り

ジュースの販売を行うことができほっと

しています。 

本当にありがとうございました。 

１年生は、『どうやってみをまもるのかな』

『あいうえおはようもりのあさ』の音読 ２年生は、『名前を見てちょうだい』の音読劇 

全学年の発表が終わりました。それぞれの学年に応じた内容での発表で、子どもたちの日頃の

頑張りが見えた時間だったと思います。頑張った分だけ、達成感も味わえるし、自信にもつなが

る。そのことをしっかりこれからの活動につなげてほしいと思います。大きい声が出るのは自信

があるから。自信ができるのは、十分な練習と準備があるから。音読は、全ての学習につながる

大切な学習です。これからも毎日の音読をしっかり頑張りましょう。 


